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１．２０１５年３月期 第２四半期年 月期 第 半期
決算の概要
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１）業績 イライト

１．２０１５年３月期１．２０１５年３月期 第２四半期決算の概要第２四半期決算の概要

１）業績ハイライト
（単位：百万円・％）

2013年9月期 2014年9月期 増減額 増減率 増減理由

営 業 収 益 ９７，６８２ ９９，５６８ １，８８６ １．９

●営業収益

本年７月１日に大阪府都市開発㈱（以
下「ＯＴＫ」という。同日付で泉北高速鉄
道㈱に商号変更）の株式を取得したこ
とに伴い 泉北高速鉄道㈱ほか３社をとに伴い、泉北高速鉄道㈱ほか３社を
連結子会社化したことに伴う増収

●営業利益

増収に伴う増益
営 業 利 益 １２，９９２ １４，５２３ １，５３１ １１．８

増収に伴う増益

●経常利益

営業増益に加え、支払利息の減少が寄
与し増益与し増益

経 常 利 益 ９，７６０ １１，４１６ １，６５６ １７．０

四 半 期 純 利 益 ６，１０２ ７，７３９ １，６３６ ２６．８
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１．２０１５年３月期１．２０１５年３月期 第２四半期決算の概要第２四半期決算の概要

２）資産 負債及び純資産の状況２）資産、負債及び純資産の状況
（単位：百万円）

2014年3月末 2014年9月末 増減額 増減理由

流 動 資 産 ８０，４０６ ８８，３６８ ７，９６２
●流動資産

泉北高速鉄道グループの連結子会社化による増加

●固定資産固 定 資 産 ７０１，２６５ ８１８，２６９ １１７，００４

泉北高速鉄道グループの連結子会社化による増加

●負債

ＯＴＫの株式取得に伴う借入金の増加

資 産 合 計 ７８１，６７１ ９０６，６３７ １２４，９６６

●純資産

剰余金の配当による減少があったものの、四半期純
利益の計上や、その他有価証券評価差額金の増加

負 債 合 計 ６２９，６３１ ７４２，５７６ １１２，９４４

等による増加純 資 産 １５２，０３９ １６４，０６１ １２，０２１

負 債 純 資 産 合 計 ７８１ ６７１ ９０６ ６３７ １２４ ９６６負 債 純 資 産 合 計 ７８１，６７１ ９０６，６３７ １２４，９６６

有 利 子 負 債 残 高 ４５２，７６６ ５３７，２９１ ８４，５２５ ＯＴＫの株式取得に伴う借入金の増加
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１．２０１５年３月期１．２０１５年３月期 第２四半期決算の概要第２四半期決算の概要

３）キ シ フロ の状況

2013年9月期 2014年9月期 増減額 増減理由

３）キャッシュ・フローの状況
（単位：百万円）

営 業 活 動 に よ る

キ ャ ッ シ ュ ・ フ ロ ー
８，２５０ １３，６３１ ５，３８０

●営業活動によるキャッシュ・フロー

売上債権の回収等による収入の増加

キ ャ ッ シ

●投資活動によるキャッシュ・フロー●投資活動によるキャッシュ フロ

連結の範囲の変更を伴う子会社株式の取得による
支出が増加したこと等による支出の増加

投 資 活 動 に よ る

キ ャ ッ シ ュ ・ フ ロ ー
△５，３６７ △７９，８１８ △７４，４５１

●財務活動によるキャッシュ・フロー

ＯＴＫの株式取得に伴う借入による収入の増加財 務 活 動 に よ る

キ ャ シ フ ロ
△１１，２４９ ７１，５８７ ８２，８３７

キ ャ ッ シ ュ ・ フ ロ ー
，
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２．セグメント別の状況２．セグメント別の状況
（２０１５年３月期 第２四半期）
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セグメントの構成状況セグメントの構成状況 （２０１４年９月末現在）（２０１４年９月末現在）

２．セグメント別の状況２．セグメント別の状況（２０１５年３月期（２０１５年３月期 第２四半期）第２四半期）

【連結子会社６１社・非連結子会社１１社・関連会社７社（うち持分法適用会社２社）】

セグメントの構成状況セグメントの構成状況 （２０１４年９月末現在）（２０１４年９月末現在）

増減（対 ２０１４年３月末現在）

連結子会社 増加 社 泉北高速鉄道株式会社 株式会社パ ジ 株式会社パ ジ イズ 泉鉄産業株式会社

運輸業

（３３社）

不動産業

（４社）

流通業

（１１社）

ﾚｼﾞｬｰ･ｻｰﾋﾞｽ業
（２６社）

建設業

（６社）

その他の事業

（４社）

連結子会社の増加 ４社：泉北高速鉄道株式会社、株式会社パンジョ、株式会社パンジョイズ、泉鉄産業株式会社

営業収益 （単位：億円） 営業利益 （単位：億円）

※泉北高速鉄道株式会社は運輸業と不動産業に、株式会社パンジョ、株式会社パンジョイズ、泉鉄産業株式会社は流通業に
含まれております。

その他 ﾚｼﾞｬｰ･ｻｰﾋﾞｽ 建設

建設
157

（14 5%）

その他
4

（0.4%）
流通
17

（12 1%）

ﾚｼ ｬｰ･ｻｰﾋ ｽ
6

（4.3%）

2
（2.0%）

その他

運輸
455

（42.0%）
ﾚｼﾞｬｰ･ｻｰﾋﾞｽ

163
（15.1%）

（14.5%）

運輸
70

（48.6%）不動産
4

（12.1%）
△0

（△0.3%）

不動産
143

（13.3%）

流通
159

（14.7%）

（ 5. %）
47

（33.3%）
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１）セグメント別営業収益

２．セグメント別の状況２．セグメント別の状況（２０１５年３月期（２０１５年３月期 第２四半期）第２四半期）

2013年9月期 2014年9月期 増減額 増減率

１）セグメント別営業収益
（単位：百万円・％）

運 輸 業 ４３，５２３ ４５，５４０ ２，０１６ ４．６

不 動 産 業 １４，１８１ １４，３８４ ２０３ １．４

流 通 業 １３，３３０ １５，９１９ ２，５８８ １９．４

レ ジ ャ ー ･ サ ー ビ ス 業 １６，５０９ １６，３５５ △１５４ △０．９

建 設 業 ２０ ４０２ １５ ７９２ △４ ６１０ △２２ ６建 設 業 ２０，４０２ １５，７９２ △４，６１０ △２２．６

そ の 他 の 事 業 ５１７ ４９５ △２２ △４．３

調 整 額 △１０，７８２ △８，９１８

合 計 ９７，６８２ ９９，５６８ １，８８６ １．９
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２）セグメント別営業利益

２．セグメント別の状況２．セグメント別の状況（２０１５年３月期（２０１５年３月期 第２四半期）第２四半期）

2013年9月期 2014年9月期 増減額 増減率

２）セグメント別営業利益
（単位：百万円・％）

運 輸 業 ６，７３６ ７，００１ ２６５ ３．９

不 動 産 業 ４，０２２ ４，７８５ ７６２ １９．０

流 通 業 １，１７５ １，７３９ ５６３ ４７．９

レ ジ ャ ー ･ サ ー ビ ス 業 ６５２ ６１６ △３５ △５．５

建 設 業 ３４５ ２８４ △６０ △１７ ５建 設 業 ３４５ ２８４ △６０ △１７．５

そ の 他 の 事 業 △２３ △３７ △１４ －

調 整 額 ８２ １３３

合 計 １２，９９２ １４，５２３ １，５３１ １１．８
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３）運輸業の実績 （増収増益）

２．セグメント別の状況２．セグメント別の状況（２０１５年３月期（２０１５年３月期 第２四半期）第２四半期）

2013年9月期 2014年9月期 増減額 増減率 増減理由

３）運輸業の実績 （増収増益）
（単位：百万円・％）

鉄 道 事 業 ２８，０４７ ３０，０６６ ２，０１８ ７．２
●鉄道事業

泉北高速鉄道㈱の連結子会社化によ
る増収

●車両整備業

軌 道 事 業 ７１８ ７３４ １６ ２．３
●車両整備業

整備収入の減少による減収バ ス 事 業 １２，６４５ １２，６２６ △１９ △０．２

海 運 業 ９８８ ９８５ △２ △０ ２海 運 業 ９８８ ９８５ △２ △０．２

貨 物 運 送 業 １，８９２ １，９５８ ６５ ３．５

車 両 整 備 業 ２，４１２ ２，３１８ △９３ △３．９

調整額（セグメント内） △３，１８１ △３，１５０

営 業 収 益 ４３，５２３ ４５，５４０ ２，０１６ ４．６

営 業 利 益 ６，７３６ ７，００１ ２６５ ３．９
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鉄道旅客収入と輸送人員表（個別）

２．セグメント別の状況２．セグメント別の状況（２０１５年３月期（２０１５年３月期 第２四半期）第２四半期）

全 線 2013年9月期 2014年9月期 増減率

（単位：百万円 ・千人・％）
鉄道旅客収入と輸送人員表（個別）

旅
客
収
入

定 期 外 １５，３６７ １５，５１２ ０．９

定 期 １１，３７６ １１，２６９ △０．９

合 計 ２６，７４３ ２６，７８２ ０．１

輸
送
人
員

定 期 外 ４３，９４９ ４３，６２６ △０．７

定 期 ７１，０７０ ７１，０３０ △０．１

合 計 １１５，０１９ １１４，６５６ △０．３員合 計 １１５，０１９ １１４，６５６ △０．３

空港線 2013年9月期 2014年9月期 増減率

（単位：百万円 ・千人・％）

旅
客
収
入

定 期 外 ２，１５３ ２，４６０ １４．３

定 期 ５７２ ５７８ １．１

合 計 ２ ７２５ ３ ０３９ １１ ５入合 計 ２，７２５ ３，０３９ １１．５

輸
送
人
員

定 期 外 ２，６８３ ３，０４６ １３．５

定 期 １，８２１ １，８３５ ０．８

合 計 ０ ８８１ ８
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４）不動産業の実績 （増収増益）

２．セグメント別の状況２．セグメント別の状況（２０１５年３月期（２０１５年３月期 第２四半期）第２四半期）

2013年9月期 2014年9月期 増減額 増減率 増減理由

（単位：百万円・％）
４）不動産業の実績 （増収増益）

不 動 産 賃 貸 業 ９，１０４ １０，６２３ １，５１８ １６．７

●不動産賃貸業

泉北高速鉄道㈱の連結子会社化に
伴う物流施設賃貸収入の増加によ
る増収

●不動産販売業

前年同期にマンション事業用地の持
分の一部譲渡があったことによる減

不 動 産 販 売 業 ５，５０３ ３，８８１ △１，６２２ △２９．５

収

●主な利益内訳

不動産賃貸業 4,569（＋659）

調整額（セグメント内） △４２７ △１２０

営 業 収 益 １４ １８１ １４ ３８４ ２０３ １ ４
不動産販売業 254（＋135）

営 業 収 益 １４，１８１ １４，３８４ ２０３ １．４

営 業 利 益 ４，０２２ ４，７８５ ７６２ １９．０
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５）流通業の実績 （増収増益）

２．セグメント別の状況２．セグメント別の状況（２０１５年３月期（２０１５年３月期 第２四半期）第２四半期）

2013年9月期 2014年9月期 増減額 増減率 増減理由

５）流通業の実績 （増収増益）
（単位：百万円・％）

ショッピングセンター

の経営
４，６７７ ５，８３３ １，１５６ ２４．７

●ショッピングセンターの経営

㈱パンジョ、㈱パンジョイズの連結子会
社化による増収に加え、泉ケ丘駅前の
商業施設等取得による増収

●駅ビジネス事業

駅ナカ商業施設「ｅｋｉｍｏなんば」

「ｅｋｉｍｏ梅田」等の開業による増収に

駅 ビ ジ ネ ス 事 業 ７，７７２ ９，８０６ ２，０３３ ２６．２

そ の 他 １，５９６ １，６１９ ２２ １．４
加え、泉鉄産業㈱の連結子会社化に
よる増収

そ 他 ， ，

調整額（セグメント内） △７１６ △１，３４０

営 業 収 益 １３，３３０ １５，９１９ ２，５８８ １９．４

営 業 利 益 １，１７５ １，７３９ ５６３ ４７．９
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６）レジ サ ビス業の実績 （減収減益）

２．セグメント別の状況２．セグメント別の状況（２０１５年３月期（２０１５年３月期 第２四半期）第２四半期）

2013年9月期 2014年9月期 増減額 増減率 増減理由

遊 園 事 業 ●遊園業

６）レジャー・サービス業の実績 （減収減益）
（単位：百万円・％）

遊 園 事 業 ６８９ ８１６ １２７ １８．５ ●遊園業

みさき公園の入園者数増加による増収

●ボートレース施設賃貸業

舟券売上の減少による減収

旅 行 業 ９９８ １，００６ ８ ０．８

ホ テ ル ・ 旅 館 業 ６４８ ６５６ ７ １ １ 舟券売上の減少による減収

●ビル管理メンテナンス業

設備工事の減少による減収

ホ テ ル ・ 旅 館 業 ６４８ ６５６ ７ １．１

ボ ー ト レ ー ス

施 設 賃 貸 業
２，４１６ ２，２６４ △１５１ △６．３

ﾋﾞﾙ管理ﾒﾝﾃﾅﾝｽ業 ９，２５５ ９，１６２ △９３ △１．０

印 刷 業 ３８０ ３４６ △３３ △８．９

広 告 代 理 業 ５５８ ５３５ △２３ △４ １広 告 代 理 業 ５５８ ５３５ △２３ △４．１

そ の 他 ２，６３６ ２，６３１ △５ △０．２

調整額（セグメント内） △１ ０７４ △１ ０６４調整額（セグメント内） △１，０７４ △１，０６４

営 業 収 益 １６，５０９ １６，３５５ △１５４ △０．９

営 業 利 益 ６５２ ６１６ △３５ △５．５

14

営 業 利



７）建設業の実績 （減収減益）

２．セグメント別の状況２．セグメント別の状況（２０１５年３月期（２０１５年３月期 第２四半期）第２四半期）

2013年9月期 2014年9月期 増減額 増減率 増減理由

●建設業

７）建設業の実績 （減収減益）
（単位：百万円・％）

建 設 業 ２０，４１７ １５，８０３ △４，６１４ △２２．６
●建設業

完成工事高の減少による減収

調整額（セグメント内） △１５ △１０

営 業 収 益 ２０，４０２ １５，７９２ △４，６１０ △２２．６

営 業 利 益 ３４５ ２８４ △６０ △１７．５

2013年9月期 2014年9月期 増減額 増減率 増減理由

８）その他の事業の実績 （減収減益）
（単位：百万円・％）

2013年9月期 2014年9月期 増減額 増減率 増減理由

そ の 他 ５１８ ４９７ △２１ △４．１

調整額（セグメント内） △１ △２調整額（セグメント内） △１ △２

営 業 収 益 ５１７ ４９５ △２２ △４．３

営 業 利 益 △２３ △３７ △１４ －

15

営 業 利 益 △２３ △３７ △１４



３．３．２０１３年３月期の業績予想２０１３年３月期の業績予想
３ ２０１５年３月期の業績予想３．２０１５年３月期の業績予想
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３．２０１５年３月期の業績予想３．２０１５年３月期の業績予想

１）業績 イライト

2014年3月期

2015年3月期

増減理由修正予想額

（単位：百万円）
１）業績ハイライト

2014年3月期

実 績
増減理由期初予想額

(4月30日公表)

修正予想額

(7月31日公表)
※１

今回予想額

(10月31日公表)
修正予想

との差異

営 業 収 益 １９７，４９５ ２０２，０００ ２１５，３００ ２１３，７００ △１，６００ ●営業収益

流通業 ジ ビ流通業、レジャー・サービス
業において減収

●営業利益

不動産業において増益

営 業 利 益 ２３，０６２ ２３，３００ ２６，１００ ２６，５００ ４００

経 常 利 益 １６，８９９ １７，３００ １９，４００ １９，９００ ５００

不動産業において増益

●経常利益

営業増益に加え、支払利息
の減少が寄与し増益

当 期 純 利 益 ９，６１５ １０，３００ １１，４００ １１，８００ ４００

投 資 額 １９，７５８ ３２，６００ ３７，７００ ３４，６００ △３，１００

の減少が寄与し増益

●投資額

設備更新工事の見直しによ
る減少

減 価 償 却 費 ２０，５４０ ２１，１００ ２４，０００ ２３，７００ △３００

ＥＢＩＴＤＡ※２ ４３，６０２ ４４，４００ ５０，１００ ５０，２００ １００

る減少

●有利子負債残高

投資額の減少による減少

有利子負債残高 ４５２，７６６ ４４５，７００ ５２７，１００ ５２１，８００ △５，３００

有利子負債残高

／ＥＢＩＴＤＡ倍率
１０．４倍 １０．０倍 １０．５倍 １０．４倍

17
※１ 修正予想額（７月31日公表）は、期初予想額にＯＴＫ取得による影響のみを反映
※２ ＥＢＩＴＤＡ＝営業利益＋減価償却費



３．２０１５年３月期の業績予想３．２０１５年３月期の業績予想

２）セグメント別営業収益

2014年

月期

2015年3月期

増減理由

（単位：百万円）
２）セグメント別営業収益

3月期

実 績

増減理由
期初予想額

(4月30日公表)
修正予想額

(7月31日公表)
今回予想額

(10月31日公表)
修正予想

との差異

運 輸 業 ８７，６６９ ８６，９００ ９２，８００ ９３，０００ ２００
●運輸業

鉄道事業における関西国際空
， ， ，

鉄道事業における関西国際空
港利用客の増加による増収

●流通業

駅ビジネス事業における駅ナカ

不 動 産 業 ２７，０４６ ２７，７００ ３２，２００ ３２，３００ １００

流 通 業 ２７ ６７２ ３０ ４００ ３４ １００ ３３ ８００ △３００ 駅 ジネ 事業 おける駅ナカ
商業施設の売上減少による減
少

●レジャー・サービス業

葬祭事業の売上減少による減

流 通 業 ２７，６７２ ３０，４００ ３４，１００ ３３，８００ △３００

レジャー・サービス業 ３５，１５５ ３６，０００ ３６，０００ ３５，５００ △５００

葬祭事業の売上減少による減
収

●建設業

完成工事高の減少による減収

建 設 業 ４３，８３９ ４１，７００ ４１，７００ ４１，５００ △２００

そ の 他 の 事 業 １，７４６ １，７００ １，７００ １，９００ ２００

完成 事高 減少 減

調 整 額 △２５，６３５ △２２，４００ △２３，２００ △２４，３００

合 計 １９７，４９５ ２０２，０００ ２１５，３００ ２１３，７００ △１，６００
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３．２０１５年３月期の業績予想３．２０１５年３月期の業績予想

３）セグメント別営業利益
（単位：百万円）

３）セグメント別営業利益

2014年

月期

2015年3月期

増減理由3月期

実 績

増減理由
期初予想額

(4月30日公表)
修正予想額

(7月31日公表)
今回予想額

(10月31日公表)
修正予想

との差異

運 輸 業 １２，３７４ １２，４００ １２，７００ １２，６００ △１００
●運輸業

バス事業における燃料費等費
， ， ，

バス事業における燃料費等費
用増加による減益

●不動産業

不動産販売業における売上原

不 動 産 業 ５，７８８ ５，９００ ７，７００ ８，３００ ６００

流 通 業 ２ ４７４ ２ ８００ ３ ５００ ３ ３００ △２００ 不動産販売業 おける売 原
価等費用減少による増益

●流通業

ショッピングセンターの経営にお
ける物件費等費用増加による減

流 通 業 ２，４７４ ２，８００ ３，５００ ３，３００ △２００

レジャー・サービス業 １，４５０ １，６００ １，６００ １，６００ －

ける物件費等費用増加による減
益

●建設業

粗利益率改善に伴う増益

建 設 業 ９１２ ６００ ６００ ７００ １００

そ の 他 の 事 業 １３１ １００ １００ １００ －

粗利 率改善 伴う増

調 整 額 △６９ △１００ △１００ △１００

合 計 ２３，０６２ ２３，３００ ２６，１００ ２６，５００ ４００
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）運輸業 輸

３．２０１５年３月期の業績予想３．２０１５年３月期の業績予想

全 線
2014年3月期

実 績

対前年

増減率

2015年3月期

期初予想

対前年

増減率

2015年3月期

今回予想

対前年

増減率

４）運輸業 鉄道旅客収入と輸送人員表（個別）
（単位：百万円 ・千人・％）

旅

客

収

入

定 期 外 ３０，９３３ ２．７ ３１，０４２ ０．４ ３１，２７１ １．１

定 期 ２２，５９９ ０．９ ２２，０２９ △２．５ ２２，１２７ △２．１

合 計 ５３，５３２ １．９ ５３，０７１ △０．９ ５３，３９８ △０．２入合 計 ５３，５３２ １．９ ５３，０７１ ０．９ ，

輸

送

人

員

定 期 外 ８８，８３４ １．９ ８８，２３２ △０．７ ８８，７９６ △０．０

定 期 １４０，０２８ １．５ １３６，７３６ △２．４ １３７，９４３ △１．５

合 計 ２２８，８６２ １．７ ２２４，９６８ △１．７ ２２６，７３９ △０．９員合 計 ２２８，８６２ １．７ ２２４，９６８ △１．７ ２２６，７３９ ０．９

空港線
2014年3月期

実 績

対前年

増減率

2015年3月期

期初予想

対前年

増減率

2015年3月期

今回予想

対前年

増減率

（単位：百万円 ・千人・％）

空港線
実 績 増減率 期初予想 増減率 今回予想 増減率

旅

客

収

定 期 外 ４，４５０ １１．２ ４，８５６ ９．１ ５，０７７ １４．１

定 期 １，１４６ ２．７ １，１４０ △０．６ １，１６６ １．８

合 計入合 計 ５，５９６ ９．４ ５，９９６ ７．１ ６，２４４ １１．６

輸

送

人

定 期 外 ５，５４４ １３．７ ６，０４４ ９．０ ６，３２４ １４．１

定 期 ３，６５５ ３．７ ３，６２８ △０．７ ３，７２０ １．８

合 計
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員合 計 ９，１９９ ９．５ ９，６７２ ５．１ １０，０４４ ９．２



【参考】泉北高速鉄道グループの連結子会社化による影響

１）取得原価

取得原価 ７５，６３５百万円
株式取得費用 74,995百万円

取得に直接要した費用 640百万円（ｱﾄﾞﾊﾞｲｻﾞﾘｰ費用等）取得に直接要した費用 640百万円（ｱﾄ ﾊ ｲｻ ﾘ 費用等）

２）発生したのれんの金額、発生原因、償却方法及び償却期間

金額
４，５８９百万円

（運輸業 １，３３５百万円、不動産業 ３，２５４百万円）

発生原因
取得原価が取得した資産及び引き受けた負債に配分された純額を上回ったため、
そ 超過額を れんとし 計上

発生原因
その超過額をのれんとして計上

償却方法及び期間 ２０年間にわたる均等償却

３）受け入れた資産及び引き受けた負債
（単位：百万円）

金額 主な内訳金額 主な内訳

資産 １２０，５６３ 流動資産 9,466、固定資産 111,097

負債 ４４，１７４ 流動負債 6,701、固定負債 37,472

21
※上記以外に、受け入れた少数株主持分（５,３３６百万円）があります。



【参考】泉北高速鉄道グループの連結子会社化による影響

４）業績に与える影響

金額 備考

（単位：百万円）

●2014年9月期実績（2014年7月1日～2014年9月30日） ●2015年3月期予想（2014年7月1日～2015年3月31日）

金額 備考

（単位：百万円）

金額 備考

運輸業
営業収益 ２，０２４

営業利益 ３８３ のれんの償却額16

金額 備考

運輸業
営業収益 ６，０００

営業利益 ５００ のれんの償却額50

不動産業
営業収益 １，５３７

営業利益 ７３７ のれんの償却額40

流通業
営業収益 １，３６６

不動産業
営業収益 ４，６００

営業利益 １，８００ のれんの償却額122

流通業
営業収益 ４，０００

流通業
営業利益 ２１９

合計
営業収益 ４，９２８

営業利益 １，３４０

流通業
営業利益 ６００

合計
営業収益 １４，６００

営業利益 ２，９００営業利 ，

※金額は内部取引消去前の数値を記載しております。

営業利 ，

※金額は内部取引消去前の数値を記載しております。
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１ ２０１２年３月期 決算の概要４ 新たな事業領域への進出１．２０１２年３月期 決算の概要４．新たな事業領域への進出
（大阪府都市開発㈱の株式取得、泉ケ丘駅前地区の施設取得）

24



４．新たな事業領域への進出４．新たな事業領域への進出【【大阪府都市開発株式会社の概要大阪府都市開発株式会社の概要】】

◆ 昭和４０年(1965年）１２月に大阪府と経済界との共同出資により設立された第三セクター
◆ 大規模物流施設や泉北高速鉄道などの整備・運営の主体としての役割を果たす
◆ 昭和４９年(1974年）以降一貫して黒字計上するなど 安定的で自立した経営を続ける

◆ 昭和４０年(1965年）１２月に大阪府と経済界との共同出資により設立された第三セクター
◆ 大規模物流施設や泉北高速鉄道などの整備・運営の主体としての役割を果たす
◆ 昭和４９年(1974年）以降一貫して黒字計上するなど 安定的で自立した経営を続ける

株主構成
大阪府49%、大阪瓦斯㈱18%、関西電力㈱18%、㈱りそな銀行5%、

㈱三菱東京ＵＦＪ銀行5%、㈱三井住友銀行5%

◆ 昭和４９年(1974年）以降 貫して黒字計上するなど、安定的で自立した経営を続ける◆ 昭和４９年(1974年）以降 貫して黒字計上するなど、安定的で自立した経営を続ける

資本金 ４０億円

事業内容

○鉄道事業 泉北高速鉄道（中百舌鳥駅～和泉中央駅間14.3㎞）の営業

○物流事業 東大阪及び北大阪流通センターにおける一般（公共）トラックターミナル等

の管理運営の管理運営

ｸﾞﾙｰﾌﾟ会社 泉北鉄道サービス㈱、泉鉄産業㈱、㈱パンジョ、㈱パンジョイズ

2014年3月31日現在

２００８年 ４月 大阪府財政再建プロジェクトチームが、大阪府都市開発株式会社（ＯＴＫ）
民営化方針を公表

２０１０年 ９月 大阪府が公募方式によるＯＴＫ株式の一括売却方針を決定
２０１３年 ６月 全株主が協調して 公募を開始２０１３年 ６月 全株主が協調して、公募を開始
２０１３年 １２月 大阪府議会において、売却議案が否決
２０１４年 ２月 大阪府知事が随意契約で当社への株式譲渡を表明
２０１４年 ５月 当社グループとＯＴＫ株主間で株式譲渡契約を締結（総額750億円）
２０１４年 ７月 ＯＴＫ全株式を取得 「泉北高速鉄道株式会社」に社名変更

25

２０１４年 ７月 ＯＴＫ全株式を取得。「泉北高速鉄道株式会社」に社名変更
泉鉄産業株式会社が泉北鉄道サービス株式会社を吸収合併



４．新たな事業領域への進出４．新たな事業領域への進出【【泉北高速鉄道株式会社の概要泉北高速鉄道株式会社の概要】】

泉北高速鉄道㈱
■資本金 40億円
■株主構成 南海電鉄ほか100%

泉北高速鉄道㈱
■資本金 40億円
■株主構成 南海電鉄ほか100%

㈱パンジョ
■資本金 6億円
■株主構成 泉北高速鉄道㈱48.58%

㈱髙島屋

㈱パンジョ
■資本金 6億円
■株主構成 泉北高速鉄道㈱48.58%

㈱髙島屋■株主構成 南海電鉄ほか100%
■事業内容
※鉄道事業：泉北高速鉄道の運営
※物流事業：一般（公共）ﾄﾗｯｸﾀｰﾐﾅﾙ等物流施設

の管理運営

■株主構成 南海電鉄ほか100%
■事業内容
※鉄道事業：泉北高速鉄道の運営
※物流事業：一般（公共）ﾄﾗｯｸﾀｰﾐﾅﾙ等物流施設

の管理運営

出資比率：48.58% ㈱髙島屋36.42%
㈱りそな銀行5%
㈱三菱東京ＵＦＪ銀行5%
㈱三井住友銀行5%

■事業内容

㈱髙島屋36.42%
㈱りそな銀行5%
㈱三菱東京ＵＦＪ銀行5%
㈱三井住友銀行5%

■事業内容の管理運営の管理運営

出資比率：100%
出資比率：100%

■事業内容
※ｼｮｯﾋﾟﾝｸﾞｾﾝﾀｰ（ﾊﾟﾝｼﾞｮ）の賃貸及び管理
■事業内容
※ｼｮｯﾋﾟﾝｸﾞｾﾝﾀｰ（ﾊﾟﾝｼﾞｮ）の賃貸及び管理

㈱パンジョイズ
■資本金 1千万円
㈱パンジョイズ
■資本金 1千万円

泉鉄産業㈱
■資本金 1千万円
泉鉄産業㈱
■資本金 1千万円

出資比率：100%

■株主構成 ㈱パンジョ100%
■事業内容
※フィットネスクラブの運営ほか

■株主構成 ㈱パンジョ100%
■事業内容
※フィットネスクラブの運営ほか

■株主構成 泉北高速鉄道㈱100%
■事業内容
※駅売店、コンビニ等の経営ほか

■株主構成 泉北高速鉄道㈱100%
■事業内容
※駅売店、コンビニ等の経営ほか

※2014年7月1日付で 泉北鉄道サ ビス㈱を吸収合併
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2014年7月1日現在

※2014年7月1日付で、泉北鉄道サービス㈱を吸収合併



単位：億円

４．新たな事業領域への進出４．新たな事業領域への進出【【泉北高速鉄道株式会社の経営成績泉北高速鉄道株式会社の経営成績】】

2013/3月期 2014/3月期

単位：億円

2013/3月期 2014/3月期

営 業 収 益 １３６ １３７

営 業 利 益 ４３ ４５

経 常 利 益 ４１ ４４

資 産 合 計 ５４５ ５５０

負 債 合 計

（ う ち 借 入 金 ）

２２４

（１３３）

２０５

（１０７）

当 期 純 利 益 ２４ ２７

Ｅ Ｂ Ｉ Ｔ Ｄ Ａ ６８ ６８
純 資 産 ３２０ ３４５

2013/3月期 2014/3月期 2013/3月期 2014/3月期月期 月期

鉄 道
事 業

営業収益 ７９ ８０

営業利益 １３ １５

営業収益 ５６ ５７

月期 月期

営 業 収 益 １９５ １９６

営 業 利 益 ５４ ５５

経 常 利 益 ５１ ５４物 流

事 業 他

営業収益 ５６ ５７

営業利益 ３０ ３０

経 常 利 益 ５１ ５４

当 期 純 利 益 ３０ ３３

Ｅ Ｂ Ｉ Ｔ Ｄ Ａ ８３ ８３
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※グループ収支には、泉北高速鉄道、泉鉄産業、パンジョ、パンジョイズの単純合算値を記載しております



４．新たな事業領域への進出４．新たな事業領域への進出【【泉北高速鉄道株式会社の事業内容（１／４）泉北高速鉄道株式会社の事業内容（１／４）】】

鉄道事業：大阪府南部の泉北ニュータウン（以下「泉北ＮＴ」という）の基幹的交通手段
中百舌鳥駅で当社高野線と相互直通運転、難波駅へ乗り入れ

鉄道事業：大阪府南部の泉北ニュータウン（以下「泉北ＮＴ」という）の基幹的交通手段
中百舌鳥駅で当社高野線と相互直通運転、難波駅へ乗り入れ

営業区間 中百舌鳥駅～和泉中央駅 １４．３㎞ （６駅）

１日当たり乗降客数（６駅計） ２７万４千人 （２０１４年３月期）

沿線ニュータウン等※の人口 ２４万２千人 （２０１４年３月期）

※泉北ＮＴ（泉ヶ丘地区・栂地区・光明池地区）、トリヴェール和泉、深井駅勢圏

◆泉北ＮＴの計画概要
入居開始：1967年
開発面積：約1,557ｈａ
計画戸数：約54,000戸
計画人口：約18万人
◆トリヴェール和泉の計画概要
入居開始：1992年
開発面積：約368ｈａ
計画戸数：約7,700戸

28
計画人口：約2万5千人



１日当たり駅別乗降客数 単位:人/日

４．新たな事業領域への進出４．新たな事業領域への進出【【泉北高速鉄道株式会社の事業内容（２／４）泉北高速鉄道株式会社の事業内容（２／４）】】

泉北ＮＴの成熟により輸送人員は自然
減 傾向が続く れ も
泉北ＮＴの成熟により輸送人員は自然
減 傾向が続く れ も

駅 2012/3月期 2013/3月期 2014/3月期

深井 23,789 24,100 24,805

泉ケ丘 43,313 42,942 43,726

１日当たり駅別乗降客数 単位:人/日

減の傾向が続くと見込まれるものの、乗
継割引の拡大による利便性向上や泉ケ
丘駅前地区の開発、近大病院の移転な
どによる需要に対応し 収益基盤の強

減の傾向が続くと見込まれるものの、乗
継割引の拡大による利便性向上や泉ケ
丘駅前地区の開発、近大病院の移転な
どによる需要に対応し 収益基盤の強

泉ケ丘 3,3 3 ,9 3, 6

栂・美木多 22,449 22,110 21,854

光明池 32,578 32,076 32,157

和泉中央 30,107 30,686 31,726

どによる需要に対応し、収益基盤の強
化を図る
どによる需要に対応し、収益基盤の強
化を図る

単位:千人 単位:百万円

中百舌鳥及び

南海電鉄連絡
118,663 118,208 119,784

合計 270,899 270,122 274,052

旅客収入の推移輸送人員の推移

49,803 49,368 49,055 48,867 49,575
50,000

60,000
7,894 7,829 7,773 7,735 7,817 

7,000 

8,000 

9,000 

単位:千人 単位:百万円 旅客収入の推移輸送人員の推移

17,987 17,897 17,914 17,871 17,894

20 000

30,000

40,000 3,815 3,795 3,788 3,783 3,791 

3 000

4,000 

5,000 

6,000 

31,816 31,471 31,142 30,996 31,681

0

10,000

20,000

月期 月期 月期 月期 月期

4,079 4,033 3,984 3,952 4,025 

0 

1,000 

2,000 

3,000 

月期 月期 月期 月期 月期
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2010/3月期 2011/3月期 2012/3月期 2013/3月期 2014/3月期

定 期 定 期 外

2010/3月期 2011/3月期 2012/3月期 2013/3月期 2014/3月期

定 期 定 期 外



びび

４．新たな事業領域への進出４．新たな事業領域への進出【【泉北高速鉄道株式会社の事業内容（３／４）泉北高速鉄道株式会社の事業内容（３／４）】】

物流事業： 北大阪及び東大阪の交通結節点に立地する一般（公共）トラックターミナルや
流通倉庫等の物流施設（敷地面積472千㎡）を整備し、管理・運営を実施

物流事業： 北大阪及び東大阪の交通結節点に立地する一般（公共）トラックターミナルや
流通倉庫等の物流施設（敷地面積472千㎡）を整備し、管理・運営を実施

・茨木市に立地（都心から約10km）
近畿自動車道 名神高速道路近接・近畿自動車道、名神高速道路近接

・「北大阪流通業務地区」内
トラックターミナル（敷地174千㎡）
流通倉庫（敷地51千㎡）

送 タ （敷地 千㎡）配送センター（敷地45千㎡）

・東大阪市に立地（都心から約8km）
・阪神高速道路、近畿自動車道、
大阪中央環状線など主要道路結
節点に位置

・「東大阪流通業務地区」内
トラックターミナル（敷地163千㎡）
流通倉庫（敷地17千㎡）

㎡

30

配送センター（敷地7千㎡） 等
北大阪流通センター 東大阪流通センター



東大阪 北大阪流通セ タ 立地特性東大阪 北大阪流通セ タ 立地特性

４．新たな事業領域への進出４．新たな事業領域への進出【【泉北高速鉄道株式会社の事業内容（４／４）泉北高速鉄道株式会社の事業内容（４／４）】】

・内陸部の物流要衝として、関西圏内で屈指の存在
・流通業務市街地整備法により 物流拠点として明確に位置付け

東大阪・北大阪流通センターの立地特性東大阪・北大阪流通センターの立地特性

・流通業務市街地整備法により、物流拠点として明確に位置付け
・ＢＣＰの観点（特に津波・液状化被害）からも内陸部のニーズが高い

東大阪・北大阪流通センターの各施設（トラックターミナル・流通倉庫・配送センター等）の
賃貸状況については、高い稼働率を維持。２０１４年１月には、北大阪トラックターミナル

物流 タ を竣 収益増 献

東大阪・北大阪流通センターの各施設（トラックターミナル・流通倉庫・配送センター等）の
賃貸状況については、高い稼働率を維持。２０１４年１月には、北大阪トラックターミナル

物流 タ を竣 収益増 献

単位:億円

内に大型物流センターを竣工し、収益増に貢献内に大型物流センターを竣工し、収益増に貢献

70 
流通センター収入の推移

4 55 6030

40 

50 

60 

50 52 54 55 60 

0 

10 

20 

30 

2011/3月期 2012/3月期 2013/3月期 2014/3月期 2015/3月期

31北大阪トラックターミナル物流センター（２号棟）

2011/3月期 2012/3月期 2013/3月期 2014/3月期 2015/3月期

計画



４．新たな事業領域への進出４．新たな事業領域への進出【【泉北高速鉄道グループ泉北高速鉄道グループ パンジョ事業パンジョ事業】】

パ ジ 髙島 泉 店などが す 泉 前パ ジ 髙島 泉 店などが す 泉 前 ９６８千人

一次商圏人口（東南7㎞、北西5㎞）

堺市南区 堺市中区 大阪狭山市 和泉市 計

パンジョ：髙島屋泉北店などが入居する泉ケ丘駅前
のショッピングセンター「パンジョ」を運営する、泉北
高速鉄道の子会社。1972年に髙島屋と共同設立
（泉北高速鉄道出資比率48 58%）

パンジョ：髙島屋泉北店などが入居する泉ケ丘駅前
のショッピングセンター「パンジョ」を運営する、泉北
高速鉄道の子会社。1972年に髙島屋と共同設立
（泉北高速鉄道出資比率48 58%）

開業日 １９７４年１１月 二次商圏人口（東南10㎞、北西7㎞）

堺市南区 堺市中区 大阪狭山市 和泉市 計

150千人 125千人 58千人 187千人 520千人

（泉北高速鉄道出資比率48.58%）（泉北高速鉄道出資比率48.58%）

開業日 １９７４年１１月

（１９９６年大規模リニューアル）

敷地面積 約２１千㎡

延床面積 約７７千㎡

次商圏人口（東南10㎞、北西7㎞）

堺市西区 堺市東区 富田林市 河内長野市 計

135千人 85千人 116千人 112千人 448千人

人口は2014年3月現在延床面積 約７７千㎡

店舗数 １１０店舗

テナント売上 ２９４億円（2014年3月期） 自転車・

バイク

月

キ テナ ト 髙島屋泉北店

来店者数 約８４０万人（2014年3月期）

徒歩

11%

バス

8%

バイク

6%

キーテナント 髙島屋泉北店

サブキーテナント 紀伊國屋書店、ユニクロ、無印良品、
ＧＡＰ、ＡＢＣ－ＭＡＲＴ

その他施設 パンジョクラブイズ（フ トネスクラブ

自動車

64%電車

11%

11%

32

その他施設 パンジョクラブイズ（フィットネスクラブ・

スイミングスクール） 当社調べ



４．新たな事業領域への進出４．新たな事業領域への進出【【泉ケ丘駅前地区（駅南エリア）施設の取得泉ケ丘駅前地区（駅南エリア）施設の取得】】

◆ 商業施設が入居する「南専門店街ビル」、商業施設・オフィスビルが入居する「センタービル」及

び「駐車場ビル」で構成され安定した利益創出が可能

◆ 近隣に商業施設や大型公共施設など都市機能が集積し求心力のある地域に所在

◆ 商業施設が入居する「南専門店街ビル」、商業施設・オフィスビルが入居する「センタービル」及

び「駐車場ビル」で構成され安定した利益創出が可能

◆ 近隣に商業施設や大型公共施設など都市機能が集積し求心力のある地域に所在機 積

◆ 当面はリニューアルや一部建替えなどの老朽化対応で施設をブラッシュアップ。中長期的には

泉ケ丘駅、泉ケ丘駅前施設、パンジョが一体となった再開発が可能

機 積

◆ 当面はリニューアルや一部建替えなどの老朽化対応で施設をブラッシュアップ。中長期的には

泉ケ丘駅、泉ケ丘駅前施設、パンジョが一体となった再開発が可能

南専門店街ビル （土地）敷地面積：約１２千㎡

取得日：２０１４年８月１日
取得先：一般財団法人大阪府タウン管理財団
買収価格：４５億円

・泉北ニュータウンの少子高齢化・人口減少
・駅前施設の老朽化
・周辺商業施設との競合激化

南専門店街ビル

（商業施設）

（土地）敷地面積：約１２千㎡

（建物）延床面積：約９千㎡

センタービル

（商業施設・オフィス）

（土地）敷地面積：約８千㎡

（建物）延床面積：約１０千㎡・行政によるニュータウン活性化機運の高まり

駐車場ビル

※敷地は一部ｾﾝﾀｰﾋﾞ
ﾙに含む

（土地）敷地面積：約３４千㎡

（建物）延床面積：約３４千㎡

・リニューアルや一部建替えによる施設の活性化
・駅前施設・パンジョとの一体運営による相乗効果発現
・近大病院移転を見据えた将来の再開発の検討

33
※泉ケ丘駅は、泉北高速鉄道の主要駅。乗降客数 約４万人/日



４．新たな事業領域への進出４．新たな事業領域への進出【【泉ケ丘駅前地区（駅南エリア）及びパンジョ全体図泉ケ丘駅前地区（駅南エリア）及びパンジョ全体図】】

◆泉ケ丘駅周辺状況◆泉ケ丘駅周辺状況

センタービル
建物用途 ｵﾌｨｽ・商業施設
敷地面積 約8千㎡

（第5駐車場ﾋﾞﾙ含む）（第5駐車場ﾋ ﾙ含む）
延床面積 約10千㎡

南専門店街ビル
（ショップタウン泉ヶ丘）
建物用途 商業施設建物用途 商業施設
敷地面積 約12千㎡
延床面積 約9千㎡

第３駐車場ビル
大阪府、堺市、近畿大学共同発表資料
より当社作成

第５駐車場ビル
建物用途 立体駐車場

建物用途 平面･立体駐車場
敷地面積 約18千㎡、延床面積 約12千㎡
駐車台数 763台

パンジョ
敷地面積 約21千㎡

第４駐車場ビル
建物用途 立体駐車場

近大医学部等移転計画の概要
大阪府、堺市、近畿大学の３者において、
泉ケ丘駅前地域における近大医学部及び
附属病院等の設置に関する基本協定を締
結 1000床規模の先進医療施設で 2023年

より当社作成

34

建物用途 立体駐車場
延床面積 約5千㎡
駐車台数 155台

敷地面積 約21千㎡
延床面積 約77千㎡
店舗数 110店

建物用途 立体駐車場
敷地面積 約15千㎡、延床面積 約17千㎡
駐車台数 863台

結。1000床規模の先進医療施設で、2023年
度の開設を目指している



４．新たな事業領域への進出４．新たな事業領域への進出【【今後の経営方針今後の経営方針】】

◆泉北エリアにおける経営基盤の強化◆泉北エリアにおける経営基盤の強化
泉北NT活性化

利便性向上策

の実施

◆泉北高速鉄道と当社鉄道事業の一体経営による
スケールメリット創出

◆値下げ等による利便性向上

一体経営によるスケールメリットの創出

当社ノウハウの投入による

運営基盤の強化

ジ

◆値下げ等による利便性向上
◆泉ケ丘駅前地区の開発による活性化
◆鉄道・バス・商業の連携による活性化

泉北エリアにおける

経営基盤強化

◆事業エリアと沿線人口の拡大による
ビジネス機会の開発

グ プ

◆資材調達の一元化、重複設備の削減、
一体運営による業務効率化 等
グ プ 築

期待されるシナジー効果（収益貢献） 期待されるシナジー効果（コスト削減）

◆当社グループとの連携による収益拡大 ◆グループ内での事業再構築

◆物流事業の獲得による新たな事業領域への進出
◆一般（公共）トラックターミナル機能の維持・継続
◆物流業界の構造改革に対応した施設整備の推進

◆物流事業の獲得による新たな事業領域への進出
◆一般（公共）トラックターミナル機能の維持・継続
◆物流業界の構造改革に対応した施設整備の推進

35

◆物流業界の構造改革に対応した施設整備の推進◆物流業界の構造改革に対応した施設整備の推進
北大阪流通センター



１ ２０１２年３月期 決算の概要５．中期経営計画「凜進１３０計画」１．２０１２年３月期 決算の概要
の進捗状況

36



５５．．中期経営計画「凜進１３０計画」の進捗状況中期経営計画「凜進１３０計画」の進捗状況

「凜進１３０計画」の基本方針と数値目標（2011年度～2014年度）

基本方針基本方針

① 観光・インバウンドビジネスの推進

② 不動産・流通事業の拡大② 不動産・流通事業の拡大

③ 新たな事業領域への進出

④ なんばのまちづくり推進④ なんばのまちづくり推進

⑤ グループ経営基盤の強化

①連結営業収益 ２，３００億円 以上
数値目標（ 終年度２０１５年３月期）

②連結経常利益 １３０億円 以上

③連結有利子負債残高／ＥＢＩＴＤＡ倍率 １０倍台

37
※ ＥＢＩＴＤＡ＝営業利益＋減価償却費



５５．．中期経営計画「凜進１３０計画」の進捗状況中期経営計画「凜進１３０計画」の進捗状況

①観光 インバウンドビジネ の推進（ ／３）①観光・インバウンドビジネスの推進（１／３）

◇関空アクセス強化によるインバウンド旅客の需要の取込み

ＬＣＣの就航増を背景に空港利用者が増加。空港線（定期外）収入も連動して増加。
２０１４年９月期は前年同期と比較し＋１４．３％。２０１５年３月期も＋１４．１％想定
ＬＣＣの就航増を背景に空港利用者が増加。空港線（定期外）収入も連動して増加。
２０１４年９月期は前年同期と比較し＋１４．３％。２０１５年３月期も＋１４．１％想定

鉄道旅客収 （空港線定期外） 推移（ ） 関空 おける国際線 便数並び鉄道旅客収入（空港線定期外）の推移（百万円）

21.3%
22.4%200

関空における国際線ＬＣＣ便数並びに
国際旅客便に占めるＬＣＣの便数割合

5,077
24.4%

6,000
単位:便数/週

17.9%

100

150

3,216 3,257 3,215

4,000

4,450

11 2%
14.1%

3 000

4,000

5,000

47

122

155
174

1 6%

4.1%

7.3%
7.5%

50

100
1.3%

-1.3%

11.2%

1 000

2,000

3,000

10 24
42

1.6%

0

08冬 09冬 10冬 11冬 12冬 13冬 14冬

計画

-8.9%
0

1,000

2010/

3月期

2011/

3月期

2012/

3月期

2013/

3月期

2014/

3月期

2015/3月

期計画
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計画月期 月期 月期 月期 月期 期計画

対前年比
新関西国際空港㈱公表資料より当社作成



５５．．中期経営計画「凜進１３０計画」の進捗状況中期経営計画「凜進１３０計画」の進捗状況

①観光・インバウンドビジネスの推進（２／３）
◆空港線ダイヤの利便性向上

○ダイヤ変更実施（２０１４年１０月）○ダイヤ変更実施（２０１４年１０月）
・昼間、空港急行を１時間に２本から４本に増発かつ 大４分短縮
・特急ラピートβ（7本）をラピートαに変更（ 大４分短縮）
・関西空港発難波行きの 終列車の後に普通車を１本増発

◆観光・インバウンド需要の創出
○「香港エクスプレス・なんばきっぷ」機内販売（２０１４年１０月）
○ＵＳＪ行き「南海・ユニバーサルシティきっぷ」発売（２０１４年７月）

Peach×ﾗﾋﾟｰﾄ「ﾊｯﾋﾟｰﾗｲﾅｰ」

○ＵＳＪ行き「南海 ユニバ サルシティきっぷ」発売（２０１４年７月）
○ラピート運行開始２０周年 Peach×ラピート（ハッピーライナー）運行（２０１４年９月～２０１５年８月）

◆訪日インバウンド旅客の受入れ強化
単位：万人

2,000 2,000

訪日外国人旅行者数の推移

○なんばＣＩＴＹ・なんばパークスの免税対応店舗拡充
○ムスリム向け祈祷室をなんばＣＩＴＹに開設

（２０１４年９月）
622 

836 
1,036 

650
1,000 

1,500 

2,000 

158 203
263

0 

500 

2011年 2012年 2013年 2020年

全国 大阪
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全国 大阪

日本政府観光局・大阪府公表資料より当社作成

祈祷室



５５．．中期経営計画「凜進１３０計画」の進捗状況中期経営計画「凜進１３０計画」の進捗状況

①観光・インバウンドビジネスの推進（３／３）

◇高野山開創１２００年に向けた増収施策

世界遺産・高野山は2015年
に開創1200年を迎え、同年4
月2日から50日間、記念大法
会が開催される

◇高野山開創１２００年に向けた増収施策

高野山開創1200年記念大法会を契機とした旅客
誘致活動の強化 高野山の認知度向上及び当
高野山開創1200年記念大法会を契機とした旅客
誘致活動の強化 高野山の認知度向上及び当

○高野山行き観光列車「天空」運行開始５周年イベント

誘致活動の強化。高野山の認知度向上及び当
社グループの交通アクセスの利用促進を図る
誘致活動の強化。高野山の認知度向上及び当
社グループの交通アクセスの利用促進を図る

○高野山行き観光列車「天空」運行開始５周年イベント
（２０１４年７月）

○高野山駅の駅舎改修（２０１５年２月完成予定）
○タイ等、海外や首都圏でのＰＲ活動強化

41,946 

33 653

51,840 

40,000 

50,000 

60,000 

高野町における外国人宿泊客数の推移（人泊）

観光列車「天空」

10,038 
17,281 

33,653 

0

10,000 

20,000 

30,000 

,
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0 

2003年 2010年 2011年 2012年 2013年

和歌山県公表資料より当社作成
高野山駅舎改修後イメージ



②不動産 流通事業の拡大（ ／ ）

５５．．中期経営計画「凜進１３０計画」の進捗状況中期経営計画「凜進１３０計画」の進捗状況

②不動産・流通事業の拡大（１／1）

◇マンション分譲事業の拡大
主な分譲マンション

名称 所在地 戸数 竣工

ヴェリテ山本駅前テラス 八尾市 ８６戸 2014年7月ヴェリテ山本駅前テラス 八尾市 ８６戸 2014年7月

ブランズ・ヴェリテ堺七道※ 堺市堺区 ２０２戸 2015年3月（予定）

ヴェリテ洛西口 京都府向日市 ７２戸 2015年3月（予定）

ヴェリテ洛西口駅前 京都府向日市 ４０戸 2015年7月（予定）ヴェリテ洛西口駅前 京都府向日市 ４０戸 2015年7月（予定）

※他社との共同事業物件

◇新たな商業施設の開設

◆御堂筋線梅田駅に駅ナカ商業施設「ｅｋｉｍｏ梅田」開業
（2014年4月）

◆三国ヶ丘駅に駅ナカ商業施設「N KLASS三国ヶ丘」開業 eｋｉｍｏ梅田◆三国ヶ丘駅に駅ナカ商業施設「N.KLASS三国ヶ丘」開業
（2014年5月）

◆難波駅・今宮戎駅間の高架下に「なんばＥＫＩＫＡＮ」開業
（2014年4月）

N.KLASS三国ヶ丘

41
なんばＥＫＩＫＡＮ



③新たな事業領域 の進出（ ／ ）

５５．．中期経営計画「凜進１３０計画」の進捗状況中期経営計画「凜進１３０計画」の進捗状況

③新たな事業領域への進出（１／１）

◇現行事業の周辺事業、新規事業や公共関連ビジネスへの展開

◆Ｍ＆Ａ実績

収益性、シナジー効果、投資負担のバランスを勘案し、収益拡大を目指す収益性、シナジー効果、投資負担のバランスを勘案し、収益拡大を目指す

株式取得年月 対象企業 事業内容 売上規模

２０１２年３月 ㈱エイチディ・プランニング・ウエスト プッシュカ ト事業 約１３億円

（現中期経営計画期間）

２０１２年３月 ㈱エイチディ・プランニング・ウエスト プッシュカート事業 約１３億円

２０１３年６月 ㈱日本エコプランニングサービス エコツアー企画・運営 約６千万円

２０１３年１０月 ㈱京阪電気商会 総合電気設備事業 約８億円

２０１４年２月 ㈱クラカタ商事 ビル管理業 約９億円

２０１４年７月 大阪府都市開発㈱ 鉄道事業・物流事業 約２００億円

42泉北高速鉄道 流通センター



５５．．中期経営計画「凜進１３０計画」の進捗状況中期経営計画「凜進１３０計画」の進捗状況

④なんばのまちづくり推進（ ／ ）

◇南海会館ビル建替計画

④なんばのまちづくり推進（１／１）

2011年 2012年 2013年 2014年 2015年 2016年 2017年 2018年

○開発スケジュール

既存ビル躯体の解体工事に着手、進行中。２０１５年に本体工事着手予定既存ビル躯体の解体工事に着手、進行中。２０１５年に本体工事着手予定

2011年 2012年 2013年 2014年 2015年 2016年 2017年 2018年

南海会館ビル解体

インフラ設備改修工事等

○建築概要

南海会館 ル解体

本体工事

現在
○開発スケジ ル

階数 地上３０階 地下２階

高高さ 約１４５ｍ

建物用途 オフィス 医療施設 ホール・カンファ

○建築概要 ○開発スケジュール

2011年7月 既存建物インフラ設備改修工事
2013年9月 解体工事着工
2015年8月 解体工事完了建物用途 オフィス、医療施設、ホール・カンファ

レンス、商業系・金融系施設他

延床面積 約７５，７００㎡

総事業費 約４００億円

2015年8月 解体工事完了
2015年9月 本体工事着工
2018年9月 新南海会館ビル竣工

43

総事業費 約４００億円

竣工予定 ２０１８年９月



５５．．中期経営計画「凜進１３０計画」の進捗状況中期経営計画「凜進１３０計画」の進捗状況

【 ビ 】【新南海会館ビルフロア構成】
なんばターミナルと直結し、地下鉄・近鉄・阪神とも地下のネットワークで接続。

高水準のＢＣＰ対応機能も整備し、他施設との差別化を図る
なんばターミナルと直結し、地下鉄・近鉄・阪神とも地下のネットワークで接続。

高水準のＢＣＰ対応機能も整備し、他施設との差別化を図る

29F

高
層
用
エ

設備機械室 30Ｆ

オフィス
低

レ
ベ
ー
タ

多様な先進医療施設を有する医療法

■外来診療・検診施設

12・13F

14F

層
用
エ
レ
ベ
ー
タ

設備機械室

多様な先進医療施設を有する医療法
人による都心型メディカルセンター

■ホ ル カンファレンス

８F10F

11F

12・13F

シ
ャ

スカイロビー

設備機械室

８F

９F

メディカルセンター

ホール・カンファレンス

関空直結のターミナル立地という優
位性、スイスホテル等周辺施設と
の連携により多目的なイベント誘致

■ホール・カンファレンス

２F

３F

７F

オフィスロビー

５F

６Fスイスホテル

地下鉄なんば駅
近鉄・阪神
大阪難波駅

ャ
ト
ル
エ
レ
ベ
ー
タ

１F

南海なんば駅商業

髙島屋
の連携により多目的なイ ント誘致
や広域集客が可能

B1F なんばパークス→

１F
金融

髙島屋

B2F医療 44

現在の設計図面に基づくフロア構成図であり、
今後変更されることがあります。



４．中期経営計画「凜進１３０計画」の進捗状況４．中期経営計画「凜進１３０計画」の進捗状況５５．．中期経営計画「凜進１３０計画」の進捗状況中期経営計画「凜進１３０計画」の進捗状況

千 日 前

道宗 なんばオリエンタル
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南海なんば第１ビル
（南海電鉄本社・大阪府立大学）

地下鉄四つ橋線
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５５．．中期経営計画「凜進１３０計画」の進捗状況中期経営計画「凜進１３０計画」の進捗状況

２０１４年２００３年
▼

２００９年
▼

２０１８年
▼

【主な取組み】

▼

都市機能の充実による国際化対応と周辺地域、

なんばエリアの新たな価値創造

▼ ▼ ▼

施設との相乗効果を図り、「なんば」の価値向上を目指す

なんばパークスパークスタワー
南海ビル外壁美装化

フレイザーレジ
デンス南海大阪

南海なんば第１ビル

２００３年 ９月 パークスタワー開業
新南海会館ビルイメージ

（建替推進中）

２００３年１０月 なんばパークス第１期開業
２００７年 ４月 なんばパークス全館グランドオープン
２００９年 ９月 南海ビル外壁美装化工事完成
２００９年１０月 なんばガレリア誕生
２０１０年１０月 サービスアパートメント「フレイザーレジデンス南海大阪」開業

なんばガレリア

２０１０年１０月 サ ビスア トメント フレイザ レジデンス南海大阪」開業
２０１１年 ４月 なんばＣＩＴＹ再生リニューアルグランドオープン
２０１１年 ７月 南海会館ビル建替え先行工事着手
２０１２年 ４月 Ｚｅｐｐ Ｎａｍｂａ(OSAKA)開業
２０１３年 ２月 南海なんば第１ビル完成・本社移転
２０１３年 ４月 大阪府立大学の新拠点 Ｉ site（ｱｲｻｲﾄ）なんば開業

Zepp Namba(OSAKA)
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２０１３年 ４月 大阪府立大学の新拠点 Ｉ-site（ｱｲｻｲﾄ）なんば開業
２０１４年 ４月 なんばＥＫＩＫＡＮプロジェクト 第１期開業
２０１８年 ９月 新南海会館ビル竣工（予定）

なんばEKIKANプロジェクト



⑤グ プ経営基盤の強化（ ／ ）

５５．．中期経営計画「凜進１３０計画」の進捗状況中期経営計画「凜進１３０計画」の進捗状況

⑤グループ経営基盤の強化（１／２）

◇「安全・安心の追求」「サービスの向上」

◆連続立体交差事業の推進

輸送の安全の維持・向上を目的に、省エネ車両計２０両の新造や難波駅耐震補強工事、
高野線への新型ＡＴＳ導入など安全対策への投資を推進
輸送の安全の維持・向上を目的に、省エネ車両計２０両の新造や難波駅耐震補強工事、
高野線への新型ＡＴＳ導入など安全対策への投資を推進

◆駅バリアフリー化整備工事の推進

◆連続立体交差事業の推進
輸送の安全性向上と踏切における事故の抜本対策として、
南海線（堺市内、高石市内、泉大津市内）の立体交差化を推進

◆駅バリアフリ 化整備工事の推進
２０１３年度は、羽倉崎駅、樽井駅でバリアフリー化工事を完了
２０１４年度は、二色浜駅で推進中

◆鉄道事業における安全投資◆鉄道事業における安全投資
必要な安全対策を計画的に実施。設備の充実や更新などに２０１３年度は
６１億円を投資、２０１４年度計画は７３億円

【2014年度計画の主な工事】

高石連立

鉄道事業における安全投資額

億円【2014年度計画の主な工事】
・省エネ車両の新造
・駅耐震補強工事（難波駅他）
・新型ＡＴＳ導入

67 65 61 73 

20 

40 

60 

80 
億円
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⑤グ プ経営基盤の強化（ ／ ）

５５．．中期経営計画「凜進１３０計画」の進捗状況中期経営計画「凜進１３０計画」の進捗状況
みさき公園⑤グループ経営基盤の強化（２／２）

◇増収に向けた取組み

みさき公園
1957年に開園。288千㎡の敷地に、動物園、
遊園地、イルカショー施設、プール、鉄道体験
施設を擁する総合レジャーランド。
年間入園者数約35万人

◆子ども向け鉄道体験施設「わくわく電車らんど」開業（みさき公園）
みさき公園の新しい魅力を創出することで、総合レジャーランドとしての集客力を高める

【施設概要】
延床面積：４８０㎡
投資額：１．５億円
開業：２０１４年９月

◇沿線活性化の取組み

わくわく電車らんど館内

開業：２０１４年９月

◆住吉区役所・帝塚山学院と地域活性化で連携。
帝塚山エリアへの来訪を促進

◇沿線活性化の取組み

帝塚山エリアへの来訪を促進
◆河内長野市と「まちづくり」「教育・子育て支援」

「定住・転入の促進」「観光振興」の４テーマで連携
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帝塚山の街並み



５５．．中期経営計画「凜進１３０計画」の進捗状況中期経営計画「凜進１３０計画」の進捗状況

◆中期経営計画の進捗状況（１／２）

連結営業収益 連結経常利益

想定していたＭ＆Ａ案件が泉北高速
鉄道グループに置き換わったことによ

泉北高速鉄道グループの子会社化に
よる収益基盤拡充、コスト削減、支払利鉄道グ 置き換わ

り、営業収益規模縮小
る収 基盤拡充、 削減、支払利

息の減少により、計画を上回る見込み
億円 億円

2,333
2,500 199210

1,819 1,844

1,975

2,137

1,959

2,082
2,162

2,000
155

169

150

170

190

1,500

111 111
107

127

138

110

130

150

500

1,000

50

70

90 実績(予想)

当初計画
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500

2012/3月期 2013/3月期 2014/3月期 2015/3月期
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2012/3月期 2013/3月期 2014/3月期 2015/3月期



５５．．中期経営計画「凜進１３０計画」の進捗状況中期経営計画「凜進１３０計画」の進捗状況

◆中期経営計画の進捗状況（２／２）

連結有利子負債残高 連結有利子負債／EBITDA倍率

泉北高速鉄道グループの買収に伴い 有利子負債は増加するものの、収益
有利子負債は増加 基盤拡充及び収益性向上により改善

5,218
5,140

5,268
5,169

5,500

12.1 12.1
12.5

億円
倍

4,803
4,697

4,528

4,996

4,500

5,000
11.9

11.6

10 811 0

11.5

12.0

4,000

11.1

10.4 10.4

10.8

10 0

10.5

11.0

3,000

3,500

2012/3月期 2013/3月期 2014/3月期 201 /3月期
9 0

9.5

10.0

50

2012/3月期 2013/3月期 2014/3月期 2015/3月期

実績(予想) 当初計画

9.0

2012/3月期 2013/3月期 2014/3月期 2015/3月期

実績(予想) 当初計画



５５．．中期経営計画「凜進１３０計画」の進捗状況中期経営計画「凜進１３０計画」の進捗状況

～総括～

凜進１３０計画（2011年度～2014年度）では、事業の『効率性追求』と『拡大と成長』度 度 、 長
により、事業構造の変革を成し遂げることを目標とし成長戦略に大きく舵を切った

＜一定の成果あり＞
・生産性向上施策の推進
・駅ビジネスの再編・強化

＜事業基盤を大きく拡大＞
・泉北高速鉄道グループ及び泉ケ丘駅前施設取得
・流通・ビルメンテ事業等でM&A４社駅ビジネスの再編 強化

・不採算事業からの撤退
（しんかなCITY・レンタカー事業等）

流通 ビルメンテ事業等でM&A４社
・商業施設ekimoほか駅ナカ事業の展開
・インバウンド旅客の取込み

①泉北高速鉄道グループとのシナジー発現と泉ケ丘駅前施設整備を通じた泉北エリアの活性化
②南海会館ビル建替計画の着実な推進、なんばを軸とする沿線エリアの魅力創出
③伸長が期待できるインバウンド市場等におけるコンテンツの拡充

グ プ
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④泉北高速鉄道グループ獲得で高まったキャッシュフロー創出力による財務体質の強化



１ ２０１２年３月期 決算の概要６ 参考デ タ１．２０１２年３月期 決算の概要６．参考データ
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６．参考データ６．参考データ

◆関空利用者数並びに空港線輸送人員（定期外+定期）の推移
航空旅客数 輸送人員 (千人)(千人)

7 488
7,933 7,877 

4

8,402 

9,199 

9,000 

10,000 

18,000 

20,000 

4,178 
5,289 5,460 5,684 

5,222 3,774 3 749

5,375 
6,074 7,040 7,171 

7,488 7,396 7,457 7,243 

6 000

7,000 

8,000 

12 000

14,000 

16,000 

3,944 
, 3,749 

4,000 

5,000 

6,000 

8,000 

10,000 

12,000 

11,163 11,139 11,230 11,011 10,111 9,572 10,408 10,114 
11,429 12,052 

2,000 

3,000 

4,000 

6,000 

0 

1,000 

0 

2,000 

5/3期 6/3期 7/3期 8/3期 9/3期 10/3期 11/3期 12/3期 13/3期 14/3期
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5/3期 6/3期 7/3期 8/3期 9/3期 10/3期 11/3期 12/3期 13/3期 14/3期

国際線 国内線 輸送人員新関西国際空港㈱公表資料より当社作成



◆沿線商業施設

６．参考データ６．参考データ

①なんばＣＩＴＹ（なんば駅）
売上高 298億円
店舗面積 約33,200㎡
店舗数 270店舗

②なんばパークス(なんば駅)
売上高 265億円
店舗面積 約51,800㎡
店舗数 257店舗

◆沿線商業施設

店舗数 270店舗
開業 1978/11

店舗数 257店舗
開業 2003/10

③N.KLASS三国ヶ丘
（三国ヶ丘駅）
店舗面積 約1,300㎡
店舗数 12店舗

プ プ

店舗数 12店舗
開業 2014/5

①②

④プラットプラット(堺駅)
売上高 81億円
店舗面積 約15,800㎡
店舗数 45店舗
開業 2000/7

⑥ショップタウン泉ヶ丘
（泉ケ丘駅）
店舗数 約50店舗

③④

店舗数 約50店舗
取得 2014/8⑤ ⑥⑦

⑦パンジョ（泉ケ丘駅）
売上高 294億円
店舗面積 約41,500㎡
店舗数 110店舗

⑤いずみおおつＣＩＴＹ
(泉大津駅)
売上高 16億円
店舗面積 約3 800㎡
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店舗数 110店舗
取得 2014/7

店舗面積 約3,800㎡
店舗数 30店舗
開業 1994/9

数値は2014年3月期



ＩＲのお問い合わせ先ＩＲのお問い合わせ先

南海電気鉄道株式会社南海電気鉄道株式会社
〒556-8503 大阪市浪速区敷津東2-1-41
経営政策室 経営企画部（ＩＲ担当）経営政策室 経営企画部（ＩＲ担当）
ＴＥＬ：06-6644-7105 ＦＡＸ：06-6644-7108
ＵＲＬ：http://www.nankai.co.jp/p // jp/

本資料は投資勧誘を目的とした資料ではありません。あくまでも参考資料であり、正確な決算数値等は決算短信・有価証券
報告書等をご参照ください。本資料で記述しております業績予想及び将来予想は、現時点で入手可能な情報に基づいて算
定しておりますが、需要動向などの業況の変化、物価変動等、多分に不確実要素を含んでおります。そのため、実際の業績
は、様々な要因の変化により業績予想と乖離する場合がありますので、ご承知おきいただきますようお願いいたします。
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